
日
本
共
産
党

並な
み

木き　

幹み
き

男お
議　

員

庫
補
助
金
の
確
保
な
ど
の
問

題
も
あ
り
、
現
状
で
の
予
算

確
保
に
努
め
、
事
業
の
継
続

を
し
て
い
き
ま
す
。

答答　
経
済
環
境
部
長　

商

店
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
の
実
績
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
29
年
度
ま
で
の
補
助
金

交
付
件
数
が
35
件
、
補
助
金

額
１
，
６
５
０
万
円
と
な
り
、

店
舗
の
維
持
、
機
能
の
向
上

並
び
に
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
増

額
に
つ
い
て
は
、
現
状
予
算

の
確
保
に
努
め
、
事
業
の
継

続
を
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
と
は
…
地
域
経
済
を

「
庭
」、
地
元
の
中
小
企
業

を「
植
物
」に
見
立
て
、
地

域
と
い
う
土
壌
を
生
か
し

て
地
元
の
中
小
企
業
を
大

切
に
育
て
る
こ
と
に
よ
り

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
政
策
の
こ
と
。

け
て
、
国
に
中
小
企
業
基
本

法
や
、
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市

に
お
い
て
も
、
中
小
企
業
の

振
興
の
基
本
と
な
る
条
例
を

整
備
し
よ
う
と
、
本
議
会
に

提
案
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

こ
の
条
例
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
協
力
を
し
て
い
く
こ
と

で
、
本
市
の
経
済
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問問　
市
が
こ
れ
ま
で
進
め

て
き
た
経
済
振
興
策
の

中
で
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
や
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
の
実
績
と
、
こ
の
予

算
の
増
額
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答答　
都
市
整
備
課
長　

住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
実
績
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
に
、

件
数
で
２
５
３
件
、
補
助
金

額
２
，
５
２
４
万
４
，
７
０
０

円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
総
額
、

約
３
億
８
，
５
０
０
万
円
と

な
り
、
居
住
環
境
の
向
上
並

び
に
地
域
経
済
の
活
性
化
の

促
進
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

予
算
増
額
に
関
し
て
は
、
国

問問　
市
内
に
整
備
予
定
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

平

成
29
年
９
月
に
市
の
審

査
会
を
通
過
後
、
県
に
申
請

書
類
等
を
提
出
し
、
平
成
30

年
２
月
に
、
県
と
の
事
前
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
終
了
し
て
い
ま

す
。
３
月
に
行
わ
れ
る
県
の

審
査
会
で
審
査
を
行
い
、
４

月
に
補
助
金
等
の
内
示
、
開

発
審
査
会
や
建
設
の
入
札
等

を
行
い
、
今
年
度
の
秋
ご
ろ

建
設
を
開
始
し
、
平
成
32
年

３
月
の
開
設
を
、
予
定
し
て

い
ま
す
。

域
力
を
高
め
、
回
復
力
の
あ

る
地
域
を
創
出
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
※
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ん

む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
推
進
協
議
会
が
数
々
の

勉
強
会
を
経
て
ま
と
め
た
、

中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者

振
興
の
た
め
の
条
例
の
制
定

に
向
け
た
提
案
が
、
市
と
議

会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受

７
９
３
円
と
な
り
ま
す
。

問問　
介
護
保
険
財
政
の
制

約
は
、
第
１
号
被
保
険

者
保
険
料
が
、
高
齢
者
の
負

担
能
力
を
超
え
た
額
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ

の
解
決
方
法
は
、
公
費
部
分

を
拡
大
し
、
保
険
料
に
依
存

す
る
仕
組
み
を
改
革
し
て
い

く
以
外
は
な
い
。
国
庫
負
担

割
合
は
、
現
在
25
％
だ
が
、

こ
の
割
合
を
さ
ら
に
増
や
す

よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
国

保
と
同
じ
よ
う
に
、
市
の
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

法

定
負
担
割
合
を
超
え
て

行
う
こ
と
は
、
制
度
上
、
想

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
厚
生
労

働
省
の
ほ
う
か
ら
、
費
用
負

担
の
公
平
性
を
損
な
う
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
適
当
で
は

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
国
の
示
す
負
担
割
合
で

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問問　
平
成
27
年
８
月
か
ら

介
護
保
険
利
用
者
の
う

ち
、
合
計
所
得
額
１
６
０
万

円
以
上
の
人
は
、
利
用
料
が

２
割
負
担
と
さ
れ
た
。
介
護

保
険
制
度
改
正
に
伴
う
利
用

者
負
担
の
状
況
は
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

２

月
１
日
現
在
の
２
割
負

担
者
数
は
、
認
定
者
数
２
，

７
１
６
人
の
う
ち
、
１
１
６

人
で
、
全
体
の
４
・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

問問　
市
と
し
て
、
地
域
再

生
を
進
め
て
い
く
上
で

の
考
え
は
ど
う
か
。

答答　
経
済
環
境
部
長　

市

の
産
業
は
、
商
工
業
と

と
も
に
、
商
店
や
事
業
所
の

数
、
従
業
者
数
な
ど
が
減
少

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
企
業

の
成
長
に
よ
り
雇
用
を
確
保

し
、
住
民
の
所
得
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
、
経
済
的
な
地

問問　
高
齢
者
の
限
界
を
は

る
か
に
超
え
て
、
上
昇

を
続
け
る
介
護
保
険
料
を
ど

う
す
る
か
は
、
介
護
保
険
の

最
大
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
、
平
成
27
年

４
月
に
公
表
し
た
、
全
国
の
、

第
６
期
介
護
保
険
料
は
、
前

期
と
比
べ
て
10
・
９
％
増
の

５
，
５
１
４
円
と
な
っ
た
。

平
成
32
年
度
の
保
険
料
の
推

計
は
、
36
・
９
％
増
の
６
，

７
７
１
円
、
平
成
37
年
度
に
は

64
・
２
％
増
の
８
，
１
６
５

円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

市
の
第
７
期
の
保
険
料
額
と
、

平
成
37
年
度
の
保
険
料
推
計

額
は
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

第

７
期
介
護
保
険
料
基
準

額
は
、
月
額
で
５
，
４
０
０

円
で
す
。
ま
た
、
平
成
37
年

度
に
お
け
る
推
計
額
は
７
，

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

市
の
経
済
再
生
に
つ
い
て

市
の
経
済
再
生
に
つ
い
て

個 人 質 問
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